
愛媛県北条地域の気象と農業

吉井宗利・仙頭照 康 ・ 福 山 寿 雄

まえがき

北条地域は瀬戸内に面し，松山市に隣接する農業地帯（図－１）であるが，アメダス（地域気象観

測縦I）に編入されている松山市持田と今治市大浜の室測地点のほぼ中間に位置することもあって，こ

|ｘｌ－１北条地域地形図ｌ：５０００地理調査所資料
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れまで密度の高い気象観測が実施されていなかった。

この地に設置された愛媛大学農学部附属農場では，1983年４月よりコンピュータによる気象観測を

行なっているので，その観測結果を取りまとめた。なお農場の位置は北条市八反地で．海岸より約２

km離れ，後方に標高986ｍの高縄山を控えた丘陵地である。

言うまでもなく農業と気象との関係は密接で，常日ごろから気象情報に十分注意しながら，適切な

対策を講じる必要がある。

１．気象の 概 要

1983年（４－１２月）及び1984年（１－１２月）の気象観測結果を表－１，表－２に示した。
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表－１気象表(1983）

気温（℃）

平均

最高 最低 最高

1８．９ 1１．０ 27.5

2２．４ 1３．４ 2５．５

2５．０ 1７．２ 27.0

27.9 ２１．５ 32.5

30.7 23.7 32.9

26.9 20.8 31.1

2０．７ 1４．２ 25.6

1５．３ ８．３ 1９．６

1０．２ 4.0 1６．３

風速（ｍ／ｓ）

最大値
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１４．０
『

1２．９

1２．８

1０．９

１２．７
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ＷＳＷ

起日

2７

７

１６

３

１１

2８

１０

1７

3１

極 値

起日 最低 起日

2８ 5.5 ５

1４ 8.3 1８

1４．３ 1４

3０ 1７．８ １０

1５ 21.3 2０

３ 1６．５ 2９

２ 7.3 3１

５ 3.7 2７

１０ 0.1 2１

日射量（cal/cnf）

最大値
平均

日量 起日

349 569 2４

456 634 2６

4４１ 654 1４

413 632 1１

448 580 1４

323 528 ３

282 430 ２

232 342 ２

1８６ 258 ６

－７０－

湿度（％）

最小値
平均

最小 起日

8０ 5１ 2４

7９ 4８ 2６

8４ 4８ 1１

8５ 5８ １１

8７ 6６ ９

8５ 4０ 1７

7７ 4４ 3０

7０ 4３ 1２

6４ ４４ 1４

地温－１５cｍ（｡C）

平均
平均

最高 最低

1３．５ １４．１ 1３．２

1７ ７ 1８ ３ １７ ５

2１ ６ 2２ １ ２１ ３

2４ ３ ２４ ８ 2４

27.0 2７．５ 2６．７

24.7 25.1 24.5

1８．９ 1９．３ １８．７

1３．０ 1３．４ 1２．８

８．６ ８．９ 8.4

降水鼓（m､）

最 大 値
総 量

日量 起日

167.0 50.5 1９

139.5 4８．０ 1６

146.5 4９．５ 2０

149.5 52.0 ５

1５．５ 1２．５ 2７

196.0 83.5 2７

104.0 25.5 2６

1１．５ ６．５ 2３

2３．５ 1９．５ ２２

天気日数

晴 曇 雨

1７ ７ ６

2２ ３ ６

１６ 1０ ４

2３ ３ ５

2４ ６ １

１３ 1１ ６

１８ ８ ５

2２ ７ １

2３ ７ １



表－２年気象表(1984）

Iリ

注）＊極仙が２つ以上あることを示し，起日は新しい方をとる。

－７１－

風速（ｍ／ ｓ ）

平均
股火値

風速 風向 起日

日射並（cal/cnf）

平 均
最 大 値

日堂 起日

地温-15cｍ（｡Ｃ）

平均

平均

最高 最低

天気日数

晴 曇 雨

１ 2.6 1３．９ Ｗ ３ 173 288 2０ ‘1.9 5‘３ ４．８ 1９ ９ ３

２ 2.3 ２，５ ＮＥ ２１ ２５２ 387 １９ ３‘４ 3‘８ ３．２ 1９ ５ ５

３ 2.3 ３．２ ＷＳ 1７ 313 496 2９ ５．３ 5.8 ５．１ 1８ ９ ４

４ 1.9 ３．５ ESE １ 355 571 2３ 1０．９ 1１．４ 1０．６ 1５ 1１ ４

５ ､４ ０．５ ＮＮＥ １６ 448 613 1８ 1６．８ 1７．６ 1６．３ 2３ ７ １

６ .３ ０．９ ＮＷ ７ 347 581 １１ ２２．１ 2２．８ 2１．７ １２ １２ ６

７ 」 1.6 ＮＥ 2９ 417 609 1５ 2５．６ 2６．０ 2５．３ 1８ 11
？
】

８ ､３ ４．９ ＳＳＷ 2２ 436 552 ＊９ 2７．２ 2７．８ 2６．９ 2２ ７ ２

９ １．７ ４．７ Ⅵ９Ｗ ４ 332 499 2４．１ 2４．５ ､９ 2０ ７ ３

1０ ２．３ ２．３ ＥＮＥ １１ 289 ４１７ ８ 1８．３ 1８．７ １８．１ 2０ ８ ３

1１ １．９ 1.0 ＮＥ 2０ 230 352 ３ 1４．３ 1４．７ 1４．１ 1９ １０ １

1２ ２．３ 1３．７ Ｅ １６ １７１ 269 ４ ９．５ ９．９ ９．３ 】６ １３ ２

年 1.9 311 1５．２ 1５．７ 1４．９ 221 109 3６

気洲（｡C）

平均
平均

最高 最 低

極 値

最 高 起日 最 低 起日

湿度（％）

平均
最小値

最小 起 日

降水勉（､､）

総 量

最大値

Ｈ量 起日

１ ３．３ ６．３ ０．８ 1１．２ 1５ －２．７ ６ 6６ 4８ ＊１８ 5１．５ 2２．５ 3１

２ ２‘７ 6.1 －０．２ １０．６ 2５ －３，３ ７ 6５ 3９ 2７ 5３，５ １１‘0 １７

３ ５．９ 9，７ ２．６ 1６．５ ３１ －２．８ １ 6４ 1８ 2９ 62.0 1９．０ 1９

４ 1２．２ 1７．１ ８．２ ２２．２ 1７ ２．７ ８ 7２ 2２ ７ 164.0 77.0 3０

５ 1６．６ 2１．６ １２．６ ２５．４ 3０ ８．０ ２ 7９ 3０ ９ 102.5 30.5 1３

６ ２１．１ 25.1 1７．８ 2９．２ １８ 1４．２ 8６ 3７ １１ 290.0 59.5 2２

７ 2５．３ 29.4 2２．１ 33.1 3０ 1９，６ ２ 8８ 4９ 1５ 72.0 2５５ １３

８ 2６．１ 3０．５ 2２．７ 33今０ 2６ ２０‘１ 1５ 8６ 5２ 2６ 4５．０ 2６，０ 1５

９ 2２．４ 26.3 1９．６ 334 ２ 1６．５ 2７ ８１ 3８ 2３ 6３．５ 2６．５ ４

１０ 1６．７ 2０．６ 1３．３ 2６．５ ３ ６．２ 2２ 7２ 3５ 1８ 4０．５ 1６．０ 1６

1１ 1３．１ 17.0 ９．８ 2２．９ ５ 3.7 2９ ７１ 3７ 30.5 1８．０ 1５

1２ 7.5 1０．５ ４．６ 1８．０ １０ －０．１ ＊３０ 6４ 3８ １ ３７．５ 1６．０ １６

年 1,1.4 1８．３ 1１．１ 7４ 1.012‘５



表－３松山の気候表(平年値）
(昭和26年～昭和55年）

－７２－

（30年間の平均．表－３）15.6℃よりいく分低かった。この年の年平均最高気温は18.3°Ｃ，年平均鮫

低気温は11.1℃で，いずれも松山の平年値より低かった。月平均気温の最高は両年共８月に記録され，

1983年は26.6°Ｃ，1984年は26.1°Ｃであった。月平均気温の最低は1984年は２月で2.7℃となり，またこ

の年の年間気温較差は23.4℃であった。月平均最高気温の最高も８月で，1983年は30.7℃で、1984年

は30.5℃となった。また月平均最低気温の最低は1984年は２月の-0.2℃であった”

注）※合計値日本気象協会松山支部愛媛県気象暦(1985）

（１）気温

旬別気温の年変化は図一２のように，両年共類似の傾向を示した．気温の上昇は1984年は２月より

始まり，両年共８月にピークを示し以後下降した。1984年の年平均気温は14.4.Ｃで，松山の平年値

８ ９ １０ 1１ 1２ 全 年

最高気温（｡C）

平均気温（℃）

最低気温（ ｡ C ）

湿 度（％）

降水蛍（皿）

全 天日射量（ＭＪ／mf）

日照時間（時間）

平均風速 （ｍ／ｓ）

平均雲量１．５未満（日）

平均雲堂８．５以上（日）

降水（1mm以上)日数（日）

雪日数（日）

雷日数（日）

不
執

H召 日 数 （ 日 ）

帯夜日数（日）

真夏日Ｈ数（Ｈ）

夏日日数（日）

匁 日日数（日）

７
０
３
８
８
Ｊ
Ｏ
６
５
９
－
３
７
７
０
８
ｌ

１
７
３
４
０
７
４
２
２
７
６
２
１
３
６
０

３
２
２
７
０
１
３
２
３

１
２

０
３
６
２
７
１
９
５
０
６
’
６
９
２
４
８

◆
■
◆

８
３
９
５
６
４
７
１
２
０
９
１
３
０
８
４

２
２
１
７
５
１
７
１
２

１
１

８
７
３
Ｊ
３
３
０
４
６
６
－
６
４
－
Ｊ
９
－

２
７
３
１
７
２
６
２
５
８
７
０
３
０
６

２
１
１
７
９
１
８１

５
５
０
３
３
４
２
８
０
９
Ｊ
５
２
ｌ
ｌ
２
ｌ

７
２
８
０
９
９
５
２
４
７
６
０
０
３
０

１
１
７
６
６１

２
７
５
０
７
０
３
１
１
４
９
３
９
’
’
’
８

２
７
３
８
４
７
１
２
３
７
６
１
０
２
２

１

６
４
４１

２０．３

１５．６

１１．５

７１

※1,336.7

※166.3

※2.133.4

２．２

※３６．３

※112.3

※105.3

※１４．３

※１２．２

※４５．４

※６．５

※５７．３

※１２１．７

※２６．７

１ ２ ３ ４ ５ ６ ７

最高気温（℃）

平均気温（ ｡ c ）

賎低気温（℃）

湿度（％）

降水量（m､）

全天日射量（ＭＪ／mf）

日照時間（時間）

平 均 風 速（ｍ／ｓ）

平均雲堂１．５未満（日）

平均雲堂８．５以上（日）

降水（１皿以上)日数（日）

雪日数 （日）

雷日数（日）

不
執

昭 日 数（ 日）

帯 夜日数（日）

真夏日日 数 （ 日 ）

夏日日数（日）
峯 口日数（日）

２
３
５
６
５
０
７
１
３
２
９
３
２
’
’
’
２

●
”
■

９
５
１
６
１
８
２
２
２
８
７
５
０
３
０

６
５
３
１

１

０
７
６
４
７
Ｊ
４
Ｊ
Ｊ
５
Ｊ
２
９
ｌ
ｌ
ｌ
９

０
５
１
７
８
０
４
２
２
７
７
５
０
３
９

１

６
５
１
４１

４
６
０
７
４
４
４
３
４
６
２
７
３
’
－
０
８

３
８
４
６
４
４
７
２
３
７
９
１
０
４
０
３

１

６
８
１
８１

９
９
２
３
〃
３
１
２
４
６
０
８
０
’
－
４
Ｊ

８
３
９
９
６
６
７
２
３
０
０
０
０
５
１
０

１
１
６
３
１
８
１
１

１
１

０
０
４
９
６
６
０
５
Ｊ
３
－
７
８
ｌ
Ｊ
８
ｌ

■
寺
●

３
８
３
１
９
８
１
２
３
２
０
０
４
０
７

２
１
１
７
２
１
０
１
１

１
２

Ｊ
〃
心
５
６
２
９
Ｊ
Ｏ
２
ｌ
３
８
Ｊ
β
２
一

６
１
８
６
７
６
８
１
１
６
２
１
５
０
２
０

２
２
１
７
２
１
６
１
１
２

２
１

５
２
７
８
８
９
９
８
Ｊ
４
ｌ
７
４
５
Ｊ
５

＆
●
●

０
６
２
６
０
８
８
１
２
１
０
２
３
２
０
９

３
２
２
７
８
１
０
１
１
２
２

１
２



2０

月１２日

最 高 気 温

１ ２ ３ ４５６７８９１０１１１２０１）

図－２句別気温の年変化
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日最高気温が25℃以上の日数は

1983年は４－１０月に113日、1984年

は５－１０月に１０３日記録され.さら

に日最高気温が30°Ｃを超える真夏

日は両年共７－９月にそれぞれ３５

日あり，夏季は高温に経過した。

日最低気温が１５℃以上の日数は，

５－１０月に現れ、1983年は144日、

1984年は133日であった。日最低気

温が25℃以上の熱帯夜は．1983年

が８日，1984年が２日であった。

最低気温が０℃以下の冬日は，

1984年は１－３月と12月に合わせ

て35日を記録し，さらに最高気温

が０℃以下の真冬日が２月７日

(-0.4℃)に観測された｡この記録は

1981年２月以来３年振りであった。

1984年の気温の日変化を図－３

で，春．夏，秋、冬の中から各１

日を抽出して比較した。この場合

いずれも夜明け前ごろに最低気温，

14-16時に最高気温が記録された

が，１０月中旬が４月中旬より気温

が高いことは注目される。

年間の気温最高極値は1983年８

月15日の32.9℃’1984年は９月２

日の33.4°Ｃで、最低極値は1984年

は２月７１１の－３．３℃であった。

Ｈ平均気温の最高は1983年は８

月ｌＨの29.1.Ｃで．1984年は９月

３日の29.3℃、最低は1984年は２

月７日の－２．２℃であった。

（２）湿度

旬別湿度の年変化を図－４に示

した。1983年は４－９月の1-1平均

５

1０

1５

I)24日

月14日４

－７３－

０

１ ６１ ２１８２４（hr）

ｌｘｌ３－気温の’１変化(1984）
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１ ２３４５６７８９１０１１１２（月リ

図－４旬別湿度の年変化
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湿度は79-87％で,特に６－９月

は85％内外でかなり高くなった。

1984年の年平均湿度は74％で．月

平均湿度の最高は７月の88％，最

低は３月及び12月の64％であった。

また４－１１月の平均湿度は，前年

と類似の傾向を示し,７１％以上で，

６－９月は80％を超えた。湿度の

最小値は３－５月の30％以下で,そ

の他の月は35％以上であった｡特に

春先は日中乾燥が著しく最小値は

約20％に低下した｡年間湿度の最小

極値は３月29日の18％であった。

（３）風 速

この地域は風早（カザハヤ）の

地名で呼ばれるように，特に冬期

海側より吹く風が強いr,1983年は

5-1011の平均風速は1.5ｍ／ｓ以

上で，11-12月は2.0ｍ／ｓ以上で

あった｡1984年の平均風速は1.9ｍ／

ｓで松山と大差なかったが．月平

均風速の最大は１月の2.6ｍ／ｓ

（1983年は12月の2.9ｍ／ｓ）とな

り．松山より強い風が吹いた。月

平均風速の最小は７月の１．１ｍ／ｓ

で，４－９月及び'１月は2.0ｍ／ｓ

以下で比較的弱かった｡しかし’一

３月及び１０月．１２月は2.0ｍ／ｓ以

上の強風となった。これは秋一冬

季に発生する冬型気圧配置に基づ

く季節風の影響によるものであっ

た。日平均風速の最大は1984年は

１月３日，３月２日，３月１７日に

それぞれ記録され,５．１ｍ／ｓであっ

た。年間の最大風速は８月22日の

1卜

１００

０

－－－－－－－－－－－－ー

１２３４５６７８９１０１１１２（月）

図－５旬別降水堂の年変化
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14.9ｍ／ｓで，これは台風10号の影響によるものであった。

（４）降水量

旬別降水量の年変化を図－５に示した。1983年は７月22日に梅雨が明けてからは連Ｈ晴天で．連続

無降水日数36日を記録した。その後９月25日降雨があったが，夏季は雨量が少なく１部早魅の被害が

あった。このほか１１－１２月も降水量が11,5-23.5mmに過ぎなかった。1984年の年間降水量は1,012.5ｍｍ

で．松山の平年値1,336.7mmより少なかった。この年は春雨と梅雨との２つの山が生じ，その中で６月

は290mmを記録した最多月で,特に下旬が著しかった。これに対し最小月は１１月で30.5mmに過ぎなかっ

た。また８－１２月は意外に少なく，９月の63.5mmのほかは45mm以下であった。このため秋一冬季の水

不足は深刻で，農作物に与えた影響は大きかった。

日量最大降水量は1983年は９月27日の83.5mmで，これは台風10号の影響であった。1984年は４月３０

日の77mmであった。１時間最大降水量は1983年は７月16日で，１６－１７時の33mmで梅雨前線の活動のた

めであった。なお梅雨期間の降水量は296Ⅱmを記録した．一方1984年は４月19日で９－１０時の17.5mmで

あった。これはこの時期通過した低気圧に起因する降雨であった。なおこの年の梅雨は６月１０日一７

月９日で，この期間の降水量は2515mmとなり，前年より少なかった。

（５）日射量と日照時問

表－４日照時間(hr）（月積算）１ｎｏｎ症向、に１和合上Ａ－ＴＦ１Ｉ－ １ ロ ー Ｌ ､ 距 工 旬 、 l - B ‐ 々 ｐ ｊ Ｌ Ｆ ロ ゴ F 廷 』 Ｆ か

１９８３ １９８４

１２３．８

２ １５２．２

３

４ １９４－４

５ ２６５．４ ２４６．５

６

７

８ ２６７．０

９

１０ ２０５．８ ２１０．７

１１ １８２．６ １７１．８

１２ １６３．７ １３３．４

1983年の月平均日日射量の岐多月は５月の456

cal/cmPで，日日射量の最大は６月14日の654cal/cm2

であった｡1984年の年平均日日射量は314cal/cm2で，

日日射量の最大月は５月で448cal/cmF,最小月は１

月で173cal/cmmであった。また年間の最大値は５月

18日に613cal/cmPを記録した。

日照時間の測定はコンピュータ容量の関係もあっ

て，実施していないので，愛媛県農業気象観測所

（北条市消防本部)の測定結果を表－４に示した。

これは欠測が多いので全般の判断は困難であるが，

松山よりいく分日照時間が長い傾向がみられた”松山よりいく分日照時間が長い1頃向がみられたロ注）愛媛県農業気象観測所(北条市消防本部測定）
－欠測

（６）地温

旬別の地温及び気温の年変化の比較を図－６に示した。地温の測定は花閏岩が風化したマサ士の表

面に芝ふを植えた場所の地下15cmで行なった。1984年の年平均地温は15.2.Ｃで，年平均気温より0.8℃

高かった。しかし年平均最高地温は15.7℃で，気温より2.6°Ｃ低く，年平均最低地温は14.9.Ｃで，気温

より3.8°Ｃ高かった。月平均地温の最高は1983年は８月の27℃で，気温より0.4°Ｃ高かった。1984年は

８月の27.2℃で気温より1.1℃高かった。この年の月平均最低地温の最低は，２月の3.2℃で，年間の

地温較差は24℃であった。月平均最高地温の最高は1983年は８月の275.Cで，1984年は８月の27.8℃

であった。

年間の地温最高極値は1983年は８月５日及び８月６日の28.4℃で．1984年は８月１２日の28.7℃で，

－７５－
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この年の岐低極傾は２月１０口の

２°Ｃであった。

（７）雪

北条地域は雪は少ないが，１９８４

年には１月19日に８cm，１月31日

に16cmの積雪を記録した。

(8)天気

年間の天気（昼間）は次のよう

になった。

すなわち1983年は晴天日数234日

（66％)，曇天日数83日（24％)，

雨天日数36日（１０％）であった。

一方1984年は晴天日数221日

（60％)，曇天日数109日（30％)，

雨天日数36日（１０％）であった。

晴天日数の最多月は前者は８月

で24日，後者は５月で23日，最小

月は前者は９月で13日，後者は１２

月で16日，また雨天日数の最多月

は前者が３月で７日，後者が６月

で６日となった。

1983年

2５

2０

１５

１０

｡

０

⑩
鋤

北条市の農地面積は田960ha，普通畑71ha，樹園地1,150ha，牧草地３haである（愛媛農林水産統計

年報1984)。過去４年間で田がl5ha，普通畑が21haそれぞれ減少し，樹園地がlOha増加している。農家

数は2.750戸で総数8,533戸の32％である。専業農家は全農家の16％で残りは兼業農家である。農業就

業者は3.315人で全就業者の22.5％である。また男子生産年齢人口のいる世帯は専業農家の65％にとど

まっている。この地域も多分に漏れず後継者難や農業経営者の老齢化が目立ち．さらに建物敷地や道

路用地などによる耕地の減少，１部樹園地の放任なども加わって．農家数はいく分減少の傾向がみら

1984年
‘4''.･､里､、

2５
●

タ"
‘

２．北条市の農業概況

北条市の農地面積は田960ha，
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図－６旬別地温及び気温の年変化
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れるｏ

以下生産部門別にその概況を述べる。

（１）作物

水田は米の生産調整などもあって，現在約750haで稲作が行なわれ､約3,800ｔの生産をあげている。

主要品種は日本晴（65％）と松山三井であるが，早生種が多いのは裏作に疏菜類を栽培するためであ

る。また水田裏作として60haで麦作が行なわれ'７３ｔが生産されている。主要品種はヒノデハダカであ

るが．このほか２条大麦（７ha)，小麦(２ha)がある。

（２）果樹
表－５果樹栽培状況

果樹名 栽培面積（ha） 生産堂（ｔ）

ワセウンシュウ １６０．１ ２．８６０

ウンシュウミカン １１２．７ ３．１２０

イ ヨ カン ７６６．４ １２．２２９

ナ ツ ミ カン ２８．６ ７２５

ネープル ７０．５ ４５４

ハツサ ク ３，９ ２４

ナ ン ２３．３ １５０

カ キ ３．０ ２３

キウイフルーツ ４６，９ ３３５

果樹の栽培状況を表－５に示した。

柑橘栽培はなんと言ってもこの地域

の主流で,そのうちイヨカンが約70％

を占めている。イヨカンはおもに宮

内イヨカン，フツウイヨカン．大谷

イヨカンであるが．この中で宮内イ

ヨカンが約95％で，これは1975年ご

ろウンシュウミカンの過剰生産に端

を発し、その代替え柑橘として脚光

を浴び，ウンシュウミカンに高接更

新したもので,この地域の基幹となっ

ている。またワセウンシュウでは宮

川早生と興津早生、ウンシュウミカ
注）愛嬢県農林水産部園芸農壷課果樹統計資料(1984）

ンは南柑４号がおもに栽培されてい

る。これに対して落葉果樹は比較的少ない。最近キウイフルーツが１部水田作やウンシュウミカンな

どの代替えとして．新しく登場し増加の傾向を示している。主要品種はヘイワードである。

（３）蔀菜花存

野菜の生産状況を表－６，表－７．表－８，表－９に示した。その種類は比較的多いが、栽培面積

は少なく，産地化しているものはタマネギとキャベツに過ぎない。おもに水田裏作や休耕田の露地栽

培で，ピニールハウスなど施設利用の促成栽培や抑制栽培はきわめて少ない。

タマネギは1966年産地指定を受け．現在lO9haで5,550ｔを生産し，県下１位を占めているが、横ば

い状態が続いている。今後機械化を取り入れた省力栽培も必要であろう。主要品種は貯蔵用のモミジ

で，おもに京阪神に出荷している”

キャベツは1981年産地指定を受け，大半が水田裏作の秋植え春取りで，主要品棚は金系201号で、京

阪神への出荷が多い『，今後マルチ栽培など作型の工夫も必要であろう。

ソラマメはおもに消水ｌ寸を栽培しているが，連作障害や価格の低迷もあって減少の伽lfj｣がみられ

る。スイカは休耕田や１部の畑地で，おもに天龍２号を栽培している。普通栽培のほかトンネル栽培

－７７－



が行なわれている。しかし天候によって収堂が不安定になったり，価格の問題やいや地現象もあって，

減少の傾向がみられる。ナスは夏秋産として松山長ナスが休耕田で栽培されているが，ミナミキイロ

アザミウマによる被害などもあって減少傾向である。このほかバレイショは存作に男榊とメイクイー

ン,秋作に出脇を戦略し,カボチャは近成芳香南瓜,サトイモは女早生,ブロッコリーはグリーンビュー

ティーを栽培している。また小面祇であるが，キュウリが１部山間地区で抑制奴端されている。ミョ

ウガはまだ生産辻は多くないが，おもに山間部の休耕田に栽培され，ふるさと小包として各地に送ら

れ，虹宝がられるところから，伸び率が高く注目されている。

施設栽培はアスパラガス（メリーワシントン500）やイチゴ（宝交早生）がピニールハウスで無加

油）愛娘鼎農林水坂部僅芸農蚕瓢資料(1984）

表－７野菜生産状況(菜茎菜類）

表－６野菜生産状況(果菜類）

注）愛鍾県農林水産部園芸農蚕課資料(1984）

－７８－

放培型別面梢（ha）

ハツス トンネル 早熟普通露地抑制 ハウス抑制 露地抑制 合計

産数斌

(t）

キュウリ 1.0 0.4 2.0 0.6 2.8 ６．８ 326

シロウリ ０．４ 1.0 ４ ６

カボチャ 3.0 2.0 1.0 ６ 0 180

ス イカ 5.0 ０．２ 1８．１ 2３ ３ 970

メロン 0.5 1.5
ワ
】 ０ 8０

マクワ 0.2 １．０ ２ 5０

ナス 0.2 1.0 6.0 ７
ワ
》 420

トマト 0.3 0.3 ２．０ 0.3 ２ ９ 120

ピーマン １．０ ０ ４０

イ チ ゴ ２．０ 2.0 ４ ０ 120

栽培型別面積（ha）

作まき 夏まき 秋まき 冬まき おそまき 早どり 普通 露地 ハウス 合汁
数放(1)

キャペツ 2.0 3.0 30.0 0.3 3５．３ 1,600

ハクサイ 1.0 4.0 2.0 ７ ０ ４２０

ホウレン

ソツ
2.0 0.5 ４．０ ６ ５ 300

フキ 0.5 ０ ５ 2５

ネギ 4.0 ４ ０ 160

タマネギ 3.0 106.0 109０ ５．５５０

シュンギク 2.0 0.1 ２ 4０

ミ ツバ 0.4 ０ ‘Ｉ １

ワケギ 2.5 ２ ５ 7５

二 フ ０．１ ０ ２

ラッキョウ １．０ ０ 3０

ナ瀬 ４．０ ４．０ ８ ０ 160



温栽培されている。アスパ

ラガスは最近伸び率が高く

人気があるが，今後促成栽

培などを取り入れる必要が

あろう。

花弁の栽培状況は表-10

に示した。面積，生産量共

きわめて少ない。１部に規

模が大きい鉢物栽培がある

が，全体として栽培農家も

少なく低調である。しかし

立地条件から言って将来期

待できる作目である。

表－８野菜生産状況(根菜類）

栽培型別面積（ha）

春まき 夏まき 秋まき 早熟 普通

ダ イ コ ン ２．０ 1.0 5.0

カブ １．０ 3.0

ニンジン ２．０ 0.5 2.0

ゴボウ 1.0 １．０

サトイモ 1.0 8.0

ヤマノイモ １ 0

タケノコ 2０ ０

ショウガ ０ ５

ニ ン ニ ク ０ ３

クワイ ０ ２

レ ン コ ン ３ ０

産部園芸農蚕課資料(1984）

表－９野菜生産状況(その他）

雨扇一週目 栽培型別面積 （ h a ）

食用早捌 食用普通 合計
カンショ

０．２ ８．０ 8.2

パレイショ
僻作早掘

10.0

春作普通

３．０

秋 作

６．０

合計

1９．０

さ や 実 合計
エンドウ

1.0 4.5 ５．５

未成熟 合計
ソラマメ

28.3 2８．３

インゲン
半促成

1.0

普 通

１．０

抑制

1.0

合計

３．０

エダマメ
春まき 夏まき 合計

1.0 1.0 ２．０

トンネル 夏まき 秋まき 合計
レタス

１．０ 0.2 １．０ ２．２

存まき 夏まき 秋まき 合計
カリフラワー

０．２ 0.2 0.2 0.6

ブロッコリー
春どり 秋どり 合計

０．１ ４．０ 4.1

ハウス 露地 合計
アスパラガス

３．０ ０．５ 3.5

こ う タ ケ
培 養瓶数

300,000本

合計

300,000本

ハウス(ホダギ） 露地(ホダギ） 合 計
ナマシイタケ

18,000本 39,000本 57,000本

注 愛媛鼎農林水蛎部間芸農蚕腺資料(1984）

7９

生産数且

合計 (1)

8.0 550

４ ０ 160

４ ５ 250

２ ０ 8０

９ ０ 180

１ ０ 4０

2０ ０ 150

０ ５ １０

０ ３ １２

０ ２ ４

３ ０ 180

生産数量（ｔ）

480

380

5５

287

3０

２０

4０

６

4２

2８

3９

4０



表－１０花弁栽培状況

キ ク

枝物類

観葉植物

鉢物類

花木類

加温室栽培

作付延
面績（ａ）

1５

生 産 数
斌(千本）

3０

脈加温室栽培

作 付 延
面横（ａ）

2７

1０

生廉数
敏(千本）

9６

１０

注）愛娘県農林水産部園芸農杢抑資料(1984）

（４）畜産

家畜の飼養数を表－１１に示した｡全体に規模が小さく，

そのほとんどが複合経営の中に組み込まれている。

あとがき

潔地栽培

作付延
面積（ａ）

2５

1５

2０

120

生 廉 敵
斌(千本）

9３

９

1８

4０

△、
計１１

作付延
面領（ａ）

5２

１５

１５

3０

120

生潅数
重(千本）

189

９

3０

2８

4０

表－１１家畜飼養数

柿類 飼養 数

肉牛 １，３００噸

乳牛 ３００〃

豚 ９．３００〃

鶏 １６０．０００羽

注）北条市農業協同組合資料(1984）

気象と農業とのかかわりは深く，現実に多くの問題を投げ掛けている。もとより地域の自然環境に

適したものを選択して栽培するのが有利であるが，その経済性も無視できない。長期的な気象観測結

果の活用は当然必要であるが，気象条件は年によって変動があるので厄介である。

北条地域は台風の被害も少なく，比較的マイルドな気候であるが．降水量が少ないばかりでなく，

水量の多い河川に恵まれていないので，時期的に水不足が生じることがある。

水田のかんがいは従来からおもに溜め池(約250か所）を利用している。さらに樹間地などの畑地か

んがいのより一層の充実を図るため，現在北条地区に，昭和66年度完成を目指してダムからのかんが

い施設を建設中である。この地域の水不足は梅雨明けの７月下旬－８月と11-12月ごろ生じることが

多いので、貯水タンクの設置も望ましい。

また風も強く特に冬季海側より吹く冷風は，葉を傷めるなど被害が大きいので，防風ネットや防風

垣が必要である。

このほか霜害や凍害(地表面に水分があがらないように堆肥，敷きわらなどでマルチングを行ない，

ビニールまたは寒冷しゃを被覆する)，長雨による湿害（排水溝を整備する)，春先の乾燥と夏季の高

温，乾燥による害（スプリンクラー，ピニールパイプ，チューブなどによるかん水装置を設ける．敷

きわらをする．野菜などの夏のかん水は根に悪影響を与えないよう日中は避ける）などに十分留意す

る必要がある。

北条地域の農業は果樹栽培や稲作を主流にしながら，今後甜菜や花弁の施設栽培も加えるべきであ

ろう。また食生活の多様化に対応するため，新品種の導入や育成，無病苗による品質の向上と増収が

－８０－



謝辞

北条市の農業調査に当たって，北条市農業協同組合指導課長白石博義氏，同果樹指導抑長得居駿氏

及び松山農業改良普及所大西輝夫氏の御協力と御助言をいただいた。記して感謝の意を表する。

参考文献

愛媛県農林水産部農業指導課（1984）今月の天候と農作業．３－１２月．

同（1985）同．１－２月．

愛媛県農林水産部園芸農蚕課（1985）昭和59年産果樹統計資料．１－６８．

同（同）昭和59年座野菜類の生産販売統計．1-125．

気象観測（1985）愛媛大学農学部農場報告６：125-136．

日本剣象協会松山支部（1985）愛媛県気象暦．51-52．

農林水産省統計梢報部（1981）1980年･世界農林業センサス愛媛県統計書．98-99．

中国四国農政局愛媛統計情報車務所〈1985）昭和58-59年愛媛農林水産年報．２２－３１．

１
１
１
１
ｊ
ｊ
１
１

１
２
３
４
５
６
７
８

－８１－

必要となろう。さらに押し寄せつつある自由化の波に堪えられる対策も急がなければならない。




